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序 文   

前橋の地は赤城山、榛名山を背後にひかえ坂東太郎と呼ばれる利根川が流れ四季おりおりの  

変化に富み風光明媚な地である。   

本梅木遺跡所在地は、前橋市街地からは約12kmの地にある。この地域は上毛古墳総覧によれ  

ば365基の古墳が所在していた旧荒砥地区にある。特に国指定史跡前二子古墳、中二子古墳、  

後二子古墳があり、近くに五料沼があり、赤城山、榛名山、谷川連峰の眺望ができ、ゆるやか  

な起伏に富む地形、雑木林等の自然条件に恵まれた所である。   

ここに大室公園として36．9haの総合公国を本市として計画しており、性格としては古墳の  

保存、博物館赤城型民家の移築をしての史跡公園をつくる計画である。   

それに先だち、公園計画地に散在する民家13戸の移転先の発掘調査を実施したものである。   

調査の結果、多数の住居跡の発見と居館跡が発見された。そこで計画地盤より50cmの盛土を  

し極力現状保存をすることになった。   

今後、地域の歴史、前橋の歴史を解明するための資料が得られるとともに史跡公園として整  

備していく資料が得られたものと考えられる。   

本報告吾が斯学の発展に少しでも寄与できれば幸に存じます。  

昭和61年3月25日  

前橋市埋蔵文化財発掘調査団  

団長  奈 良 三 郎   



例 言   

1、本書は、大室公園造成に伴う住居移転の代替地として事前調査された前橋市西大室町に   

所在する梅木（うめのき）遺跡の発掘調査報告書である。  

2、発掘調査は、前橋市教育委員会の依頼により、前橋市埋蔵文化財発掘調査団を組織し、   

山武考古学研究所が行なったものである。  

3、遺跡の所在地及び調査期間は下記の通りである。  

所在地  群馬県前橋市西大室梅木2560他  

調査期間 昭和60年8月20日～12月27日  

昭和61年2月3日～2月8日  

4、本書の図面・遺物整理は根本時子、郡司勝子、増田敏子、片岡美和子、富田弘子、黒田   

宣子、芦田和義の協力を得て千田が行なった。  

5、本書で使用した写真は千田が撮影した。  

6、本書の執筆は次の分担になっている。   

福田紀雄 序文 序章第1節・あとがき 梅木遺跡の保存について  

千田幸生 序章第2節・第3節・第Ⅰ章・第Ⅱ章・第Ⅲ章・第Ⅳ章・第Ⅴ章・第Ⅵ章  

7、本書の編集は、千田が行ない、平岡和夫が総括を行なった。  

8、発掘調査の実施及び報告書刊行まで、下記諸機関、諸氏の御指導、御助言を賜った。記   

して感謝の意を表す次第であります。（敬称略）   

前橋市公園緑地課 新井房夫  

9、発掘作業参加者（アイウエオ順）  

（60年）青木茅子、石関コズ江、小川悦子、狩野周次郎、鹿沼さとゑ、神沢方子、片貝ハ   

マ代、高坂花子、佐藤やよい、新保幸永、新保昌子、新保富恵、新保隆、鳥山初子、内   

藤よし子、蜂須賀もとめ、春山繁、舟津博、福田才吉、福島洋子、堀越豊、堀越うめ子、   

真庭トシ、真庭卯平、八木伸子、横堀三奈、吉田ざだ子  

（61年）井川達雄、石守晃、遠藤和夫、加部二生、小菅将夫、田中稿二、新倉明彦、長谷   

川福次、福田瑞穂、前原照子、前原豊、町田信之   



凡 例  

1、本書中における各遺構番号は、現地調査において用いたものをそのまま用い収録した。   

このため土砿、溝には欠番となるものがある。  

2、遺構の挿図について   

遺構挿図の縮尺は、下記の縮尺で掲載した。  

挿図縮尺   

住居祉  1：80  

カマド  1：40  炉址は断面図のみ1：40を使用   

館跡  1：240 断面図は1：60、1：120を使用   

仝測図   1：600 地形図に組み込まれる仝測図は1：1000を使用。   

土砿・溝・円形周溝・井戸は個々の挿図を割愛した。   

住居址は代表的なもののみを掲載し、他は個々の挿図を割愛した。   

○水糸の標高は、L：121．00mのように示した。   

○等高線間隔は仝測図で25cm、館跡の堀の図面で20cmである。   

○挿図中に貼付されたスクリントーンは、焼土の分布・炉址を示す。   

○挿図中に使用した北は座標北である。  

3、遺物の挿図について   

○縮尺は4分の1を原則とする。石製品は2分の1とする。  

○挿図中に貼布されたスクリントーンは、灰粕部分を示す。   

○遺物の番号については、現地作業において用いたものを改訂して収録した。このため現   

地作業の番号は遺物の一覧表の備考覧に収録した。  

4、写真について   

○遺物写真は原則として、遺構に伴って出土したものを掲載し、グリッド出土のものは割   

愛した。   

○遺物写真横に付した番号は挿図中の番号と同じである。従って写真を割愛したものは欠  

番とした。   
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序  章  

第1節 調査に至る経過   

前橋市における新総合計画の中で住民全般の休息、観賞、散歩、遊戯、運動、学習に供する  

等のため大室公園構想が策定された。   

本公園構想は、国指定史跡前二子古墳、中二子古墳、後二子古墳、五料沼、雑木林を含み自  

然景観のよく残された地である。   

規模として36．9ha、主要施設として博物館、赤城型民家（民俗資料の展示）の移築、古墳  

の保存地、ボート池（五料沼）、芝生広場、運動広場等が構想されている。   

具体的な整備計画、年次については建設委員会等で十分協議し、基本設計に入り、基本設計  

を検討するなかで実施計画に入り具体的な整備方針、方法を決めていく計画である。   

それに先だち本公園予定地内に所在する13戸の移転をする必要があり、特に二集団移転先約  

2haについて発掘調査を実施することになったものである。   

調査対象地域は2haの内、家屋移転を直接する地域3，5001げについては発掘調査とする。残  

16，500m2については、農家の庭、農地のままになるため確認調査をし遺跡の範囲、性格を明ら  

かにすることになった。   

本移転先の直接の地権者は、個人専用住宅であり、地権者個人の責任に帰するところである  

が公園計画の中で集団移転をするものである。そのことから、土地そのものの権利者は個人で  

あるが公共性が高いこともあって整地だけは前橋市で責任を持つことになった経緯があるもの  

である。   

そこで、公園緑地課と教育委員会での協議、調整会議をもち発掘調査、確認調査を実施する  

ことになった。  

－1－   



■－■  

1熊 ノ 六 道 跡12 産  泰  神  社 23 大 量 小 校 庭 遺 跡  

2 巨 石 祭 示巳 遺 跡13 赤 掘 茶 臼 山 古 墳 24 時里古墳と骨壷群  

3 丸  山  古  墳14 中 二 千 古 墳 25 西  原  遺  跡  

4 製  鉄  遺  跡15 大  童  城  跡 26 大室小校農場遺跡  

5 大 稲 荷 古 墳 群16 梅  木  遺  跡 27 荒 砥 五 反 田 遺 跡  

6 西大室遺跡群第2次調査地17 荒 砥 147 号 墳 28 阿 久 山 古 墳 群  

7 丸  塚  古  墳18 前 二 子 古 墳 29 牛  島  古  墳  

8 轟 山 古 墳 群19 荒 砥 上 諏 訪 遺 跡 30 荒 砥 荒 子 遺 跡  

9 西大童遺跡群第3次調査地 20 上 川 久 保 遺 跡 31天  神  古  墳  

10 伊 勢 山 古 墳 21多 田 山 火 葬 墓 群 32 下 青 竜 古 墳 群  

11後 二 子 古 墳 22 大 重 石 偵 遺 跡 33 今 井 神 社 古 墳  

第1国 道跡位置図  

－2一   



第2節 位置と考古学的環境  

本遺跡は赤城山南麓、桂川右岸に位置する。   

本遺跡の周辺は、古墳の密集地区であり、縄文、弥生、古墳、奈良、平安時代の包蔵地とし  

てよく知られている。近年本遺跡の周辺は西大童遺跡群として、数次に渡り調査が行なわれて  

いる。その主な遺構・遺物を含めて時代別に概観する。   

縄文時代   

西大童遺跡群2・3次調査で住居址が検出されている。3次調査で検出された住居址は諸磯  

b式期である。   

遺物は早期後半から後期にかけての土器片が検出されている。   

弥生時代   

西大量遺跡群3・5次調査で、周溝墓・住居祉が検出されている。   

遺物は椿式・赤井戸式それぞれが検出され、両形式の土器分布の接点とも思われる。この中  

には椿式と古式土師器、赤井戸式と古式土師器がセットで検出された遺構もあり、弥生時代末  

から古墳時代初頭にかけての複雑な様相が認められる。   

古墳時代   

古墳は大室地区で178基、旧荒砥地区全体では365基が上毛古項綜覧に記載されている。又本  

遺跡の東側の赤堀村も、赤堀茶臼山古墳（13）を初めとする、古墳の密集地である。   

これらの古墳は、古式のものは少なく、6世紀以降のものが多い。   

本遺跡の周辺には前二子古墳（18）、中二子古墳（14）、後二子古墳（11）があり、本遺跡検  

出の館跡との関連が考えられる。なお荒砥荒子遺跡（30）では、本遺跡の館跡と近似した遺構  

が検出されている。   

西大室遺跡群の調査でも古墳の調査例は多い。住居址も数多く検出されている。4次の調査  

は梅木地区（本遺跡と道路を狭んだ南側）であり、前期4軒、中期2軒、後期前半18軒の住居  

址が検出されている。   

遺構・遺物とも本遺跡周辺は古墳時代のものが最も多い。特に埴輪の出土が多く、消滅して  

しまった古墳もあったと思われる。   

奈良・平安時代   

住居址は前代に引き続き数多く検出されている。又浅間B軽石により埋没した水田が検出さ  

れている。   

中・近世   

大童城址（15）が存在する。西大室遺跡群の調査では中世墓拡、井戸が検出されており、板  

碑片、五輪塔などが出土している。   

本遺跡はこのような考古学的環境に位置している。  
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第3節 調査の方法  

調査に先だって調査区及びその周辺の地形測量を行なった。   

調査対象面積は20，000m2で、まず確認調査を行なった。東西に2m幅のトレンチ3本を設定  

し、約10％の調査を行なった。なお西側の一部は作物の収穫の関係で、調査を行なえない部分  

が生じた。  

トレンチ調査により確認された遺構は本調査区域（住宅が直接建てられる部分）外のものは、  

掘り下げを行なわなかった。   

本調査部分は8ヶ所に分かれ、便宣上表上排土順にA・B・C……H区とした。H区は上記  

の作物の関係で、トレンチによる調査となり、約26％の調査を行なった。   

本調査面積は3，500m2が対象であったが、確認トレンチにまたがる部分や拡張部分を含めて、  

結局4，100m2の調査を行なった。   

グリソトは公共座標にあわせて、南北にA・B・C”…・、東西に1・2・3……、とし（D  

－24）グリソトのようにした。   

各遺構の調査は土層観察のためのベルトを残して掘り下げ、調査の各段階で図面を作成し、  

写真撮影を行なった。   

実測図は地形測量図を500分の1、全体測量を200分の1でとった。   

各遺構は20分の1の縮尺で実測し、必要に応じて10分の1、40分の1も併用した。   

写真の撮影は大型白黒カメラ、小型白黒カメラ、スライド用小型カメラの3台で撮影を行な  

った。  

以下各遺構別に調査方法を記載する。   

竪穴住居址 十字又は1本のベルトを残して掘り下げ、充填土の観察をした。遺物は床着、  

床密着、カマド、炉址出土のものは原則としてその出土地点を記し、覆土中の  

ものは一括して取り上げた。実測図は20分の1で作成した。カマドは10分の1  

で実測した。   

土拡 半裁して充填土の観察をし、20分の1で実測した。   

館跡 堀 南側は任意にべルトを残して掘り下げを行ない40分の1で実測した。  

柵列 半裁して掘り下げ、柱痕が見られないものはそのまま仝掘し、40分の1で実測  

した。   

溝  任意にべルトを設定し40分の1で実測した。   

井戸 半裁可能な面まで土層の観察をし、20分の1で実測した。   

昭和61年の調査は、館跡の堀と柵列の隅角部分の確認のために行なったものである。表土排  

土後、確認精査を行ない、範囲を確認した。その後任意にトレンチを設定し、掘り下げを行な  

い、堀の隅角部分を確定した。  
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第Ⅰ華 道跡の立地  

本遺跡は赤城山南麓に位置する。東に桂川、西に神沢川が流れる。遺跡は桂川に近接し＼桂  

川による開析、氾濫を受け、関東ローム層が見られず、沖積層が形成され、粘土層や砂礫層が  

堆積している。標高は121m前後である。遺跡の地目は桑畑である。桂川との比高は4m前後、  

北東側水田面との比高は2m前後である。  

第Ⅲ章 調査の経過   

調査は昭和60年8月20日に開始し、60年12月27日に終了した。その後堀の隅角部分の確認の  

ため、昭和61年2月3日から2月8日まで調査を行なった。  

以下日誌抄  

昭和60年   

8月20日～8月27日 草刈作業を行なう。桑が2m前後に伸びており、蜂などの虫類も多く、  

作業難行する。   

8月24日～8月27日 地形測量を行なう。   

8月28日～9月3日 2m幅のトレンチ3本を東西方向に設定し、掘削を開始する。西側の  

一部は未開放のためトレンチ調査を行なわなかった。   

8月28日～9月3日 作業員が入り、トレンチ精査を行なう。各トレンチより遺構・遺物が  

検出された。   

9月3日～9月20日 本調査部分の掘削開始。   

9月9日～10月3日 本調査部分の確認精査。作業員の人数が少ないため、作業が遅れてい  

る。確認面は東側が灰褐色砂層、西側は礫まじりの暗褐色土である。住  

居址・土拡・溝を確認する。遺構は東側に多く集まる、遺物は古墳時代  

のものと平安時代のものが多い。他に縄文土器片、埴輪片なども出土し  

た。  

10月7日 遺構の掘り下げ開始。東側のA区、F区より開始する。  

10月21日 30号住居址のカマドの調査を行なう。破砕した埴輪片が多数検出された。埴輪を  

カマドの構築材としていたと思われる。  

10月23日 円形周溝の調査を終了する。周溝は仝周せず、主体部と思われる土拡も検出され  

なかった。  

10月25日 27号位居址の調査を終了する。覆土上層には灰褐色砂層が見られ、その下層から  

柱穴列が検出された。  

10月29日 1号溝（堀）の掘り下げを開始する。  

－5－   



11月11日 柱穴列（柵列）の調査を終了する。検出された部分では1号溝（掘）と平行に走  

り、同一遺構の可能性強い。  

11月12日 1号溝下部に堆積していた火山灰はFA層（ニッ岳降下の火山灰）であること  

が確実となる（群馬大学新井房夫教授の御教示による）。  

11月14日 2・9号住居址の調査を行なう。共に覆土中にC軽石（浅間山降下）を含むこと  

から弥生時代の住居址と考えられる。  

12月2日 未開放地であった西側調査区城が開放になり、トレンチによる調査を行なう。そ  

の結果B軽石層下より水田址を検出した。  

12月13日 1号溝（堀）以外の遺構の掘り下げを終了し、1号溝（堀）の掘り下げを中心に  

行なう。  

12月27 60年の調査終了。堀の隅角部分に不明な点を残す。   

昭和61年  

2月3日－2月8日 堀と柱穴列（柵列）の隅角部分の確認を行なう。表土排土後、確認精  

査を行ない、範囲を確認した。その後任意にトレンチを設定し、掘り下  

げを行ない、堀の隅角部分を確定した。  

第Ⅲ章 土  層ノ（第2図）  

本遺跡は桂川こよって氾濫を受け、沖積層が形成されている。このため土層の堆積状況は、  

遺跡内においても、違いが認められる。ここでは遺構が多く検出された東側中央部の堆積を掲  

載した。  

Ⅳ  

第2図 標準堆積土層図  

Ⅰ層 暗褐色土 表土。  

［層 黒褐色土 C軽石を少量含む。しまりややあり、粘性あまりない。  

Ⅲ層 暗褐色土 砂質層。確認面はこの層中である。  

Ⅳ層 灰褐色土 砂層。桂川の氾濫により堆積した層。   

なお西側はⅢ、Ⅳ層は観察されず、礫まじりの暗褐色土となる。又［層とⅢ層の間にB軽石  

層が検出された所もある。  
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第Ⅴ章 検出された遺構   

第1節 弥生時代  

住居址 （第3図  表3）  

本遺跡検出の弥生時代の遺構は2・9号住居址の2軒である。いずれも調査区東側に位置  

する。プランは2軒共隅丸方形を呈し、覆土中に浅間C軽石を多量に含む。主軸方向はほほ同  

じである。   

2号住居址 （第4図  図版3－1 表3）   

本址は調査区北東側に位置する。東側で1号住居址と重複し、本址の方が古い。東側には桂  

川が近接している。   

確認面は灰褐色砂層で、床面も同様である。確認面からの掘り込みは25cmである。   

壁はなだらかに立ち上がり、床面はほぼ平坦で、踏み固めがやや見られる。   

覆土は4層に分けられ、自然堆積を示す。1層はC軽石を多量に含む。   

ピットは2基検出された。P－1・P－2共に25cm前後の掘り込みで、P－1は底部に行く  

にしたがって細くなる。   

炉址は本址中央に位置する。覆土は焼土粒子を少量含む。   

遺物は覆土中から少量出土している。  

聖1  L：121．90M  

ヱ「≡立石‾  
l．明褐色土．焼土粒子少量含む，しまり  

粘性ややあり。  

2．褐色土．焼土粒子微量含む．しまり  

粘性ややあり。  

0  1M  

＼   

1号土砿 ■．                 N            ノ              ユ．  
1層 黒褐色土．C軽石を多く含む．しま  

り粘性あまりない。  
2層 黒褐色土，灰褐色砂質土．しまり粘  

性やゃある。  
3層 褐色土， 灰褐色砂質土．しまり粘  

性あまりない。  
4層 明褐色土．3層に似る。  

田l  
A′   

0  2M  

l第4国 2号住居址実測図  

－7－  



第2節 古墳時代  

本遺跡検出の古墳時代の遺構は住居址22軒、柵列と堀で構成される館跡1軒、円形周溝1基  

である。   

第1項 住居祉 （第3図  表3・4）   

本遺跡検出の古墳時代の住居址は22軒で、前期と中期に分かれる。前期の住居址は10・11・  

18・32・34・35・36・43・44・46・48号の11軒で、調査区全体に分布する。中期の住居址は  

1・3・5・8・14・20・23・25・27号の9軒で調査区東側に分布する。ぞの内3・14号住居  

址はカマドを有し、中期から後期への移行期のものである。他に古墳時代の住居址ではあるが、  

遺物が僅少なため細分ができない住居址（19・49号住居址）が2軒ある。   

32号住居祉 （第5図   図版3－6 表4）   

本址は調査区南側中央に位置する。   

確認面は灰褐色砂層である。灰褐色砂層は本址より東側で検出され、西側では検出されてい  

ない。確認面からの掘り込みは60cmである。   

プランは方形で、壁はほほ垂直に立ち上がる。床面はほぼ平坦で、全体に踏み固めがやや見  

られる。  

L：122．10M  

1．暗褐色土．焼土粒子を含む。  

2．黒褐色土．しまり粘性ヤやある  

3．褐色上 しまり粘性ヤやある   

0  1M   

1層 暗褐色土．C軽石を多量含む．しまり粘性ややある0  0  

2層  〃．C軽石を含む．しまりよく粘性ややある。  
3層 黒褐色土，C軽石を少量含む，しまり粘性ともにややある0  

第5図 32号住居址実測図  
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覆土は3層に分けられ、自然堆積を示す。層中にはいずれもC軽石を含み、しまりが良い。   

ピットは8基検出されている。P－1・P－2・P－7・P－10が主柱穴と思われ、P－  

4・P－6は壁際にあり、貯蔵穴の可能性もある。南側中央には間仕切状の溝が検出された。  

周溝はほぼ全周する。   

炉址は中央やや北寄りで検出された。覆土は若干の焼土粒子を含む。   

遺物は少量床着状態で出土している。   

35号住居址 （第6図  図版4－1～4 表4）   

本址は調査区中央南側に位置する。東側で33号住居址と重複し、本i止の方が古い。   

確認面は礫まじりの暗褐色土である。確認面からの掘り込みは50cmである。   

プランは方形で、壁はやや外反して立ち上がる。床面はほぼ平坦で、所々によく踏み固めた  

部分が検出されている。   

覆土は5層に分層され、1層から4層まではC軽石を含む。   

ピットは1基検出されている。南西側壁際にあり貯蔵穴状のものかも知れない。   

炉創二・周溝は検出されなかった。   

遺物は柑・台付璽・小形塞がほほ完形で出土している。炭化物も検出されているが、火災住  

居址とは考えられない。  

33号住居址  

A’  

一一′／1層 黒褐色土 C軽石を含む，しまりよく粘性  
あまりない。  
・ 

→∧・雲苦言監アしま。粘性  
ともにややある。  

4層 暗縞也土． c軽石を少量含む。  
5層 暗灰褐色土．しまり粘性ともにあまりない。  

0  2M  

33号任  

第6図 35号住居址実測図  
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20号住居址・柵列（第7図   図版4－5 表3）   

本址は調査区北東側で検出された0北側と西側の一部が調査区外となり、中央部は3・4号  

溝によって壊されている。東側では18号住居址と重複し、本址の方が新しい0   

確認面は灰褐色砂層であるが、この付近は礫を多く含んでいる0   

プランは方形を呈すると思われ、壁はやや外反して立ち上がる0床面は中央がやや浅くなり、  

踏み固めが全体に見られる。   

覆土は3層に分けられ、自然堆積を示す。   

ピットは2基検出されている。北東側壁際には貯蔵穴がある0周溝は調査した部分ではほほ  

全周する。本址南側には間仕切状の溝が検出された。   

炉址は調査部分では検出されていないが、焼土の分布が見られる0   

遺物は比較的多く検出されている。  

柵列は20号住居址内でP－26とP－28の2基が検出されている0確認面では3・4号溝のた  

め確認できなかった。覆土は挙大の礫を多く含む0なお1基（P－27）は4号溝構築時に消滅  

してしまったものと思われる。  

くくl  

刊
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空M  3層 暗褐色土．しまり粘性共にやゃある。  
灰褐色砂質土を含む。  第7図 20号住居址実測図  」  ■       －  
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23号住居址・柵列 （第8図   図版5－1表3）   

本址は調査区北東側で検出された。北側の一部が調査区外となっている。   

確認面は灰褐色砂層である。   

プランは方形を呈すると思われ、壁はやや外反して立ち上がる。床面はほほ平坦で、全体に  

踏み固めが見られる。   

覆土は7層に分層され、自然堆積を示す。   

ピットは6基検出されているが、P－1・P－2・P－3・P－6が主柱穴と思われる。南  

西側壁際には貯蔵穴が存在する。周溝は調査した部分ではほぼ仝周する。   

炉址は本址中央、北寄で検出された。浅い掘り込みである。   

遺物は覆土・床着共に多く出土している。  

柵列は23号住居址の確認面で4基のピットが検出されている。覆土は23号住居址の覆土より  

もしまりが良い。  

層
層
層
層
層
層
層
 
 

・
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黒褐色土 C軽石を少量含む。しまりよし．粘性あまりない。  
暗褐色二L l層に似る。  
暗灰褐色土．C軽及び水件ローム粒子を少量含む，しまり粘件ともややある  
暗褐色土．灰褐色砂質土を含む。しまり粘性ともあまりか、。   

4層に似る．粒子荒い。  

黒色土，しまりよい。  

1．灰褐色土．黒色粒子及び灰褐色砂質土を  
含む。しまりよく硬い。  

2．灰黒色二Ll柳こ似る。黒色粒子多い。  
3．伏褐色土．1屠に似る。黒色粒丁・少ない。  

4．灰褐色土，灰褐色砂質土を含む。しまり粘  
性ともにあるの  

灰褐色土．しまりよし  2M   
第8図 23号住居址実測図  
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図版5－2－5 表4）   27号住居址・柵列 （第9図  

調査区北東側で検出された。主軸の方向は20・23号住居址とほぼ同一方向で館跡の堀や柵列  

と大体同じである。   

確認面は灰褐色砂層である。   

プランは方形を呈し、壁はなだらかに立ち上がる。床面は中央に向かってやや傾斜し、踏み  

固めがやや見られる。   

覆土は3層に分けられ、自然堆積を示す。   

ピットは6基検出されているが、P－1からP－4までが主柱穴と思われる。貯蔵穴は南西  

側隅角で検出された。東側には間仕切状の溝が存在する。周溝はない。   

炉址は本址中央、北東寄りで検出された。浅い掘り込みである。   

遺物は多く出土しているが、特に北西側隅角に集中する。   

柵列はP－12からP－16までの5基が27号住居址内で確認された。確認面では、はっきりし  

ないものが多かった。  

瓜j  l＞   
l＞L：121・20M  

茶有 
再  IM  

1層 灰褐色土．灰褐色砂質二L C軽石を少量含み．  
しまり粘件ともにあまりない  

2層 黒褐色二Ll層に似るしまり粘性ややある  
3層 暗視色土．C軽石を少量含む．しまり粘件ともにある  
1．暗赤褐色土．焼土を多く含む．しまり新作あまりない  
2．伏褐色土．暗褐色土粒子，焼土粒丁含む  

まM   

第9図 27号住居址実測図  
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14号住居址 （第10図  図版6－1・2 表3）   

本址は調査区東側に位置する。北側は館跡の堀によって壊されている。   

確認面は灰褐色砂層である。   

プランは方形を呈すると思われる。壁はほぼ垂直に立ち上がる。床面は南側がやや高くなっ  

ており、踏み固めはカマド周辺に見られる。   

覆土は4層に分層され自然堆積を示す。   

ピットは2基検出されているが、いずれも30cm前後の掘り込みである。貯蔵穴は南東側隅角  

に位置する。周溝はない。  

L：121．70  
b  －ql  

1．暗褐色土．焼土粒子を少量含むしまり粘性あまりない  
2．暗褐色土．1層より焼土粒子やや多い  
3・赤褐色二L焼土粒子及びブロックを多量含む．しまり粘性ややある  
4．褐色土， 焼土粒子をヤや多〈含む，しまり粘性ややある  
5・暗褐色土．焼土粒子を含む，しまりよし，粘性ややある  
6．暗褐色二L 焼土粒子を含む，しまり耕作あまりない  
7．鴇色土． 焼土粒子を含む．しまりよい  
8．黒褐色二L 焼土粒子を含むしまり粘性ややある  
9・暗褐色二L焼土ブロック（2．5mm）を含む．しまり耕作あまりない  邑■  

土
土
土
⊥
 
 

色
色
色
色
 
 

褐
褐
褐
褐
 
 

黒
灰
黒
灰
 
 
 

層
層
層
層
 
 

1
 
2
 
3
 
4
 
 

a
■
 
 

C軽石を少量含む，しまり粘件あまりなし  

灰褐色砂質土．しまり粘性なし  

しまり柿件ややある  
灰褐色砂質土，しまり糾惟ヤやある  

l1  1M  
一   ・」  

1極弄 暗褐色二L C軽石及び焼土粒／－を少最含む．しまり粘性あまりなし  
2層 黒褐色土． C軽石を含む，しまりよく，粘件あまりない  
3層 暗灰褐色土．しまりよく．粘性あまりない  

り  M  

第10図14号住居祉実測図  
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カマド 東壁中央に位置する。袖は粘土で作られ、1m程住居址内に張り出している。煙道  

は半円形の掘り込みで、30cm程壁を掘り込んでおり、なだらかに立ち⊥がる。支脚は高杯を利  

用しており、伏せて使用していた。火床部は良く焼けている。   

遣物はカマド、及び貯蔵穴周辺から多く出土している。   

3号住居址 （第11国 表3）   

本址は調査区東側に位置する。南東側で9号住居址、北西側で11号住居址と重複し、いずれ  

も本址の方が新しい。   

確認面は灰褐色砂層であるが、撹乱が激しい。   

プランは方形を呈する。壁はほほ垂直に立ち上がる。床面はほぼ平坦で、踏み固めは全体に  

見られ、中央から南東側にかけて特に顕著である。   

覆土は5層に分層され自然堆積を示す。   

ピットは5基検出され、′P－2からP－5までが主柱穴と思われる。南東側隅角には貯蔵穴  

があり、南側にはL字状の高まりがある。   

カマド 東壁中央に位置する。上部は撹乱のため不明であったが、煙道の掘り込み、及びわ  

L：121．60M  

生  l  

1層 灰褐色土．灰褐色砂質土。  

2層 黒褐色土．C軽石を少量含む．そまりよく．粘件あまりない。  
3層  ケ ．2層より黒色に近い．2層に似る。  
4層 暗褐色⊥，伏褐色砂質上．しまりあまりなく，粘性ややある。  
5層 黒褐色土．灰褐色砂質土を多く含む。  

l  A  

第11図 3号住居址実測図  

－14－   



第2項 館跡 （第12・13図  図版6－3～6 8－2 表1）   

館跡と思われる遺構は、調査区東側で検出された。堀と柵列により方形に区画されるものと  

思われる。   

検出された部分は南側の堀と柵列、及び西側の一部である。南西側隅角部分は、後の撹乱  

（桂川による氾濫と思われる。）により、不明な点が多いが、北に曲がる部分が確認され、ほぼ  

範囲がつかめた。一辺は外側で約85m、内側で約65mである。   

堀の幅は4mから6．6rnで、東側が狭くなる。探さは1mから1m20cm前後である。確認面  

は灰褐色砂質土である。断面形は逆台形を呈すると思われるが、地山が砂礫層であるため、壁  

が一部くずれ、皿状を呈する所がある。   

土層は南側中央西より観察した。1～3層はB軽石層であるが灰層は検出されていない。11  

層はFA層である。この堆積状態は南西側隅角付近を除いてほぼ同様である。南西側隅角部  

分は粘土と砂礫層の互層であった。北東側の隅角部分には、中央底部に水流の跡と思われる砂  

層が検出されている。   

南西側隅角部分が不明なため、張り出しがあったかどうか不明である。   

この堀は古墳時代中期末のカマドを有する14号住居址を切って構築され、後に国分期の住居  

址二が掘り込まれている。   

柵列は堀と平行して検出された。堀の内側との距離は3mから6mである。南側の堀と柵列  

との距離は5m前後である。柱穴の間隔は1．8m前後のものが多い。   

覆土は全体にしまりが良いものが多い。   

柵列は古項時代中期後半と思われる20・23・27号住居址を切って構築されている。   

遺物は堀の覆土から細片が出土している。ほとんどが土師器片で、埴輪片も含まれている。  

柵列からは柑がP－15から出土している。   

今回の調査では、堀と柵列以外に館跡に併う遺構は検出されなかった。北側は水田になって  

いるが、調査区との比高は2mあり、内部はほとんど残っていないと思われる。  

11  

砂層と粘土まじる，しまりあまりない。   

8層に黒色土まじる．しまりない。  

FPを含む．しまりよい。  

FA層。  

灰褐色砂質土を多く含む。  

鉄分含む，しまりよい。  

しまI）よい。   

1層 灰褐色土． B軽石層。  
21碧 灰褐色土． 純砂層。  
3層 自灰褐色土．砂層。  

4層 暗茶褐色土．粘土層。  

5層 暗褐色土． 砂質層。  
6層 灰褐色土． 砂質層．しまり  
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7屑 暗褐色土． 粘土質層．し  

第12図館跡実測図  
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表1柵列（柱穴）一覧表  

桂穴番号  確認面直径（仰）   深さ（m）   穫土の状態   掘り方の特徴  柱穴の聞陶（m）   備  考   

1と2 220  確認のみ。   

黄色みを帯びた灰褐色砂質土  2と3180  

朋  3と4】90  確認のみ。   

田  4と5】70  ケ   

5と6180  ●   

ロ   37  6と7 230  十   

7と8 200  確認のみ。南西側コーナーに位置する．   

8   赤みを帯びた灰褐色土  8と9190  

38   封   十   Z段の摺り込み  9と10】70  

10   ◆   2段の掘り込み  10と11160  

】l   】lと12190  2号士風二切られる。   

掴   】2と13175  

44   27号住居址床面から38   】3と14165  27号住居址を切って構築。   

14  田   ヽ     5二   】4と】51別）   

】5と16160   

50   黄色みを帯びた灰抱色砂質土  16と】7180  

50   17と18】80  

18と19 220  

2段の掘り込み  】9と20160   

20   53   2段の掘り込み  ZOと2】】95   サ   

● 58   2段の掘り込み  21と22 柑5  

◆   75      中  2段の掘り込み   
有無のみ確認  確認のみ。   

22～26 700   

◆  

20号住居丑床面から2Z〔Ⅶ  拳大の礫多く含む  20号住居址を切って構築。   
26とZ8 4ZO  

4号満に切られたと思われる。   

28   38  20号住居址床面から】4cm  拳大の礫多く含む  撼と29180  

Z9    詣   88   拳大の礫多く含む  2段の掘り込み  29と30 210  

拳大の轢多く含む  卸と31970  11分詞査区外のため深さ、価汗ノi不明。  

確認のみ。   

32と33】60  〃 北東榊コーナーに位置する。   

30  田             田  n  暗い灰褐色砂質土   柱痕残る  

第3項 円形周溝 （第3囲）   

調査区北側中央D－26グリット付近で検出された。確認面は灰褐色砂質土上面である。   

同溝は北側を欠く半円形である。   

周溝の幅は東側で58cm、南側で56crn、西側の一番広い部分で160cmである。周溝部を含めた  

大きさは9．8mである。深さは南側の最深部で38cmである。断面形はU字形を呈し、西側は皿  

状となる。   

覆土はC軽石をやや多く含む黒褐色土を基調とし、自然堆積を示す。   

主体部と思われる土拡は検出されなかった。   

遺物は覆土中から少量出土している。  

一16一   



第3節 奈良・平安時代  

本遺跡で検出された奈良・平安時代の遺構は、住居址16軒と、浅間B軽石下の畑状遺構及び  

水田址である。   

第1項 住居址（第3図 表3・4）   

奈良時代2軒、平安時代14軒が検出されている0奈良時代の住居址は31・33号住居址の2軒  

で調査区中央南に位置する。平安時代の住居址は12・13・17・21・26・28・29・30・37●38●  

39・42・47・50号住居址の14軒で調査区全体に分布する。  

田l  

1層 黒褐色土． C軽石を含む．FPを少量含む．  

しまり粘性ややある。  
2層 黒褐色土． C軽石を少量含む．し・まり粘性やや  

ある。  
3層 暗褐色土． しまり粘性ややある。  

0  2M  

こ
∴
∵
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
苫
○
ト
．
t
N
l
‥
J
 
 

l．暗褐色土． 極小の軽石あるいはFPを  
微量に含む．しまり，粘性やゃ  

あり  
2．黒褐色土 極少の軽石あるいはFP．焼  

土ブロックを微量に含む．しま  

りややあり粘件やや不良  
3．赤暗褐色二L  を微量に含  

む，焼土ブロックを多量に含む．  

しまり良好．粘性ヤやあり  

4．灰褐色土  を微量に  
含．焼土ブロックを少量に含む．  

しまり良好．粘土質  

5．赤褐色二L 焼土層．しまり．粘性不良  
6．青灰色土． 灰層．しまり，粘件不良   

第14図 33号住居址実測図  
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33号住居址 （第14図  図版6－7 表4）   

本址は調査区中央南側に位置し、西側で35号住居址と重複し本址の方が新しい。   

確認面は礫を少量含む暗褐色土層上面である。  

プランは北側が一部張り出す不整形である。壁はなだらかに立ち上がる。床面はほぼ平坦で、  

踏み固めが見られる。西側の35号住届側二と重複する部分は貼り床となっている。   

覆土は貼り床を除いて3層に分けられ、自然堆積を示すものと思われる。1層と2層は挙大  

の石を混入し、色調の変化も乏しいことから同時堆積の可能性もある。   

ピットは3基検出されているがいずれも浅い。貯蔵穴は南東側隅角にある。   

カマド 東壁中央やや南寄りに位置する。袖石は砂質凝灰岩を用いている。煙道は長く、壁  

外に伸びる。火床部はよく焼けており、覆土中には焼土粒子を多く含む。   

遺物は少量出土している。他に1層を中心として挙大の石が多量に混入していた。床着のも  

のはなく流れ込みと思われる。  

1層 黒褐色土 C軽石を含む．  

しまり粘性とも  
にあまりない。  

2層  ク．1層に似る．  
黒色に近い。  

3層 黒色二L しまり，粘性とも  
にややある．5cm  
大の小石を含む。  

4層 暗褐色二L粒子荒く，しま  
り粘性ともにあ  
まりない。  

」  0  2M  
‘  」   

1．黒褐色二L しまり粘性あまりない。  

2・灰褐色二L 焼土粒子多く含む．しまり  

粘性あまりない。  
2′． 〃 ．2層より焼土多い。  

3・暗褐色土．焼土粒了・を少量含む．しま  

り粘性ややある。  

4・ ク ．焼土粒子をやや多く含む．  

しまIブ粘性あまりない。  

5・ ク ，焼土粒子少量含む，しま  

りない。  

6・褐色土，  ．しまり  

粘性あまりない。  

7．灰褐色二L しまり粘惟ややある。  

8． ク ．2層に似る．Z層より焼  

土やや少ない。   ヒ■  

l  

第15図17号住居址実測図  

－18－  



17号住居址 （第15図   図版7－3・4 表3）   

本址は調査区北東側で検出された。館跡の堀を壊して構築されている。   

プランは方形である。壁はほぼ垂直に立ち上がる。床面は堀の覆土中にあり、貼り床になっ  

ていて、所々に踏み固めが見られる。   

覆土は4層に分層され自然堆積を示し、しまりがない。   

ピットは検出されなかった。   

カマド 東壁中央南側で検出。石組のカマドである。煙道は半円形に掘り込まれている。   

遺物は比較的少ないが、カマドからまとまって出土している。  

Ui  

1層 暗褐色土．C軽石及びFPを少量含む．  

しまり粘性あまりない。  

Z層 黒褐色土．C軽石少量含む．しまり粘性  

あまりない。  

2日  

1．黒褐色土．   

2．暗褐色土，   

3．  〃  

4．青灰色土．  

5．赤褐色土．  

6．暗褐色土．  

7．赤褐色土，  

C軽石及び焼土粒子を少量含む．  

しまり粘性あまりない。  
焼土粒子を含む．しまり粘性あま  

りない。  
C軽石を少量含む。  

灰層。  
壌土（他山の焼けた部分）。  

1より粘性あまりない。  

焼土粒子を多量に含む。   

′  呵  
＿  

0  

第16図 42号住居址実測図  
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42号住居址 （第16図   図版7－2 表4）   

本址は調査区北西側で検出された。   

確認面は礫を含む、暗褐色土層上面である。   

プランは方形で、壁はなだらかに立ち上がる○床面はほほ平坦で、中央部分によく踏み固め  

た跡が残る。   

覆土は2層に分層され自然堆積を示す。   

ピットは3基検出され、P－1、P－3がやや深くなる。   

カマド 東壁南側で検出、埴輪を構築材としている○袖は縦に割った円筒埴輪を地面に突き  

さしている0煙道は円筒埴輪をそのまま横に倒して用いている。煙道部の先端以外は比較的遺  

存状態が良かった。   

遺物は破片が数点のみである。   

第2項 畑状遺構・水田址（第3図 図版7－6・7）   

畑状遺構は東側、水田址は西側で検出された○共に浅間B軽石下の遺構である。   

畑状遺構は堀及び50号住居址より上層で検出された0併うと思われる遺物の出土はない。   

水田址は西端部のトレンチ調査で検出された0畦と思われる部分も検出されている。   

第4節 中  世  

井戸 （第3図  図版7－8）   

2基が検出された。1号井戸はE－21とF－21グリッド、2号井戸はF－20グリッドにあり  

探さは1号井戸が2．4m2号井戸が2．9mである。   

遺物は1号井戸から内耳土器、2号井戸から茶臼が出土している。   

第5節 時代不明遺構  

本遺跡で検出された遺構のうち時代が不明なものは、住居址10軒、溝7条、土拡37基である。   

第1項 住居址 （第3図 表3－4）   

時代不明の住居址は4・6・7・15・16・22・24・40・41・45号住居址の10軒である。この  

うち4・6・16号住居址は付帯設備がなく、住居址としては疑問が残る。45号住居址は壁際の  

みの調査である。あとの6軒は遺物がほとんど出土していない。  
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第2項 溝 （第3図 表2）  

溝は7条検出されている。1号溝は欠番である0  

表2 清一覧表  

備  考  
即 ▼H  

G一別・H－24   鍋底状           14．4  92  n  北北西→南南東   8号溝より新しい。   

ロ  D－33、34・E33、34 F一封  21．8  360  14  北→南  浅い皿状  鮨跡・柑り9・21号住居址より新しい。4号満とほぼ平行する。   
C－33・D－33・E－33 F－33  29．1  430  四  北→南  V字状  鹿跡・18・20・22号住居址より新しい。Z段の掘り込み。   
E－28・F－28   5．0  不明  不明  北→南  不明  調査一部分。   

E－Z7・E－28   6．9  64    北北西→南南東  鍋底状  

E－26・E－27   4．2      北北西→南南東  鍋底状  

8  G－23・C24   16，2  86  田  北東→南西  U字状  2号溝より古く、36号土拡より新しい。B軽石（純層ではない）を多く含む。  

第3項 土拡 （第3図  表5）  

土拡は37基検出された。円形のプランで浅いものが多い。分布は調査区中央東よりにやや多  

く集まる。これらの土砿はほとんどは出土遺物がない。  

第6節トレンチにより確認された遺構  

トレンチにより確認した遺構は住居址、土砿、溝である。   

第1項 住居址 （第3図）   

8軒が確認された。そのうちの2軒は東壁南側にカマドを有する。カマドは煙道が長いもの  

である。住居址の分布状況、確認された状況から、古墳時代前期及び奈良・平安時代と考えら  

れるものが多い。   

第2項 溝 （第3国）   

溝は4条が検出された。そのうちの3条は調査区内で、2・4・8号満として調査が行なわ  

れている。   

第3項 土拡 （第3図）   

調査を行なった土拡と同様の形状のものが多い。このうちの1基は2号井戸の近くにあり、  

確認面の覆土の状態がよく似ている。  
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表3 住居址一覧表（1）  

番号  検川 グリノト  即mI  短軸  主軸方向ピソト   同債   佗  号  時 代   

C37  方 形    205  N430E  古墳・中   

ロ  C－37 い13丁  隅九万形  四  四  N460W  ロ  炉址  】号住居址より旧。   弥  生   

ロ  D－36 D－37  方 形  506  374  N830E  ロ  有  カ7ドl束）  9・】】号住居丑よりlロ。   ∴■哨・巾   
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表4 住居址一覧表（2）  

検出  番号   グリット  プラン   規模（【ll    主軸方向  ピソト   長軸短軸  時 代   

古墳・中   

田  E－32 D，3Z  方  形  305  3（氾  N808－E  右  カマド（束）  掘より新。   平 安   

田  D－31  方 形  690  660  N630－E  （6）  
有  炉址  柵列よりIn。   古墳・中   

E－3】  方 形  370   有  カマド（東）  掘より新。   
平 安   

田  E－27 E28  方 形  田  320  N858E  ロ  カマドZ  （東・南東）  埴輪使用カマド。   平 安   

30  E－26  方 形      N890－E  カマド（東）  平 安   

田  H24  プテ  形  四  四  N800－E  ロ  有  有  カマド（束）  奈 良   

炉址  古墳・前   

田  G23  方  形  四  5（旧  N740－E  ロ  有          田  C22 ロZ2  一辺へこ む方形  四  403  N85d－E  ロ  有  カマド（東）  35号住居址より旧。   奈 良   

34  E20  方 形  380    N33DW  焼土  41号住居址より旧。   古墳・前   

田  H－21 ロー2Z  方 形  四  田  N63ローE  ロ  33号住居址より旧。   古墳・前   

36  D22  方  形  500    N3ZO－W  有  有  炉址  古項・荊   

田  E－21  方 形  305  3（M  NlOO－E  l  有  カマド（北）  不  明   

E－21  方 形      N380－W  カマド（北）  39号住居址より新。   平 安   

E－21  方 形  380   カマド（東）  38号住居址より旧。   平 安   

10  D－21  方 形  227   不 明   

E－20  方  形  300   封・48号住居址より新。   不  明   

D16  方 形      N92QE  カマド（東）  埴給使用カマド。   
平 安   

有  古墳・前   
43  E15 D－15  方 形  520  『  N620－E  4  

＝十1b  方 形  500    N680E  古墳・前   

H－15  不 明  （250）    不明  調査一部のみ。   不  明   

‖l川  方 形  557    N500－E  古墳・前   

有  力7ド（東）  平 安   

田  F－20 F－21  方  形  四  田  N（；50－E  炉址2  古墳・前   

四  C－37  方 形  450    不明   掘より旧。   古 墳   

50  E－Z8  方 形  459    N8凸W  田  ＝l＝  方 形  308    N79ローW  ロ                                                     □                      四          カマド（東）  掘より新。 畑状追捕よりl日。  平 安   
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表5 土拡－・覧表  

土砿番号  プラン  検出グリット  長鰍¶  ■ ■L冒  探さUm  主  軸   備  考   

ロ  楕円形  D－37  1．46  100  50  N50－E  1号住居址より古い。   

田  円  形  D－31   28  柵列より新しい。   

田  楕円形  D－35   60  

ロ  長方形  E－34・E－35  287  田  田  N690－W  中世遺物出土。   

田  円  形  E－32   118  108  7号土拡より古い。   

田  不整形  E－33   197  92  26  N120－E  

ロ  円  形  E－32   四  86  21  5号土拡より新しい。   

田  円  形  D－28   

田  円  形  E－27   

田  楕円形  E－27   

田  楕円形  E－27   86  

田  円  形  E－27   102  10  16  

田  方  形  E－26   103    N900一－W  

17・  楕円形  F－26   100  80  

18  円  形  F－26   80    10  

田  楕円形  E－26・F－26   

20  円  形  E－26   74  

四  不  明  F－26   不明  86  田  

四  楕円形  E－26  国  95  76  

23  楕円形  D－Z6   87  45  20  N90－W  円形周溝より新しい。   
Z4  不整形  D－26   

田  隅九方形  E－22   132  80  NOO  

26  隅九方形  F－21   87  43  N610－W  

27  長方形  F－21   

28  台  形  F－21  四  田  田  N5lO－W  
29  隅丸方形  H－25・Ⅰ－25  田  田  四  

30  欠番  

田  円  形  G－25   85  82  

田  円  形  G－24   56  

34  楕円形  G－23   85  48    N820－E  

田  円  形  H－24   105  48  

36  不整形  H－23   98  

100  98  田  

37  円  形  E－15            38  不  明  H－15  44号住居址より古い。   
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第Ⅴ章 検出された遺物   

第1節 縄文時代  

本遺跡検出の縄文時代の遺物はいずれも遺構に併うものではない。   

第17図1～6は諸磯b式である。1・2は半裁竹管による爪形文を描く。3は浮線文を描く  

ものである。4・5は縄文が施文される。6は沈線が集合化し諸磯C式に近くなる。   

第17図7－9は諸磯C式である。7にはボタン状突起が施される。8は外反する口縁部の破  

片である。9は胴部の破片で、集合沈線を横、斜方向に措く。   

第17図10・11は興津式である。貝殻腹縁文を措くもので、11は波状口縁の一部である。   

第17図12は加曽利EⅡ式である。磨消縄文が見られる。   

第17図13・14は加曽利EⅢ式と思われる。14は称名寺式の可能性もある。   

第17図15は堀之内式の口縁に付される、把手と思われる。   

第17図16は安行Ⅲb式の注口土器である。文様構成は東北地方の大洞BC式にきわめてよく  

似ている。   

掲載しなかったもののうち、出土量の多いものは諸磯C式土器で、ついで諸磯b式となって  

いる。分布は調査区中央に多い。  
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第2節 弥生時代  

本遺跡検出の弥生時代の遺物は2・9号住居址出土の2点と、  

遺構外で検出された樟式土器の破片1点である。   

2号住居址出土遺物 （第18図1）   

整形土器の胴部破片と思われる。後期赤井戸式であろうか。   

』  

1．2号住居址  

．．．ノナl－一人∧】モ‾－、㌔  
9号住居址出土遺物 （第18図2  図版9）   

鉢形の土器である。ほほ完形で器高7．2cm、口径10．Ocm、底径  

4・2cmである。口唇部に縄文が施される。穿孔は内側から行なわ  

れている。内外面共に細かい削りが見られる。外面底部はヘラ削  

りを行なう。床着土器でC軽石層直下の出土である。   

後期赤井戸式と思われる。  

10cm  

第3節 古墳時代  第18図 2，9号住居址出土遺物   

本道跡検出の古墳時代の遺物は前期・中期を中心に多い。他に遺構に併わない遺物として埴  

輪片がやや多く検出されている。  

第1項 住居址出土遺物 （第19～24図  図版9－12 表6～8）   

前期の住居址から出土した遺物は土器、石製品である。   

土器では要・台付棄・小形棄・柑・手控・器台・高杯が出土Lている。このうち器台・高杯  

は破片のみの検出である。台付要は10・11・18・32・36号住居址でS字状口縁のものが検出さ  

れている。   

石製品は10号住居址出土の滑石製有孔円盤1点のみである。   

中期の住居址から出土した遺物は土器、石製品である。   

土器では要・壷・甑・杯・高杯・柑・鉢・小形棄・椀等が出土している。このうちカマドを  

有する3号住居址からは、覆土中からの出土で図化しなかったが長胴化した甑が出土している。  

石製品では滑石製紡垂車、砥石が出土している。  

第2項 館跡出土遺物   

大形整理箱2箱分出土している。そのほとんどは細片で住居址等からの流れ込みと思われ、  

時代決定しうる遺物の出土はない。   

第3項 円形周溝出土遺物  

数点出土しているが、流れ込みと思われる。  
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第19図10・11・32・34・35・36・43号住居址出土遺物  
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44号住居址  46号住屏址  48号住居址  

0  10cm  

第20図 44・46・48住居址出土遺物   

表610、11、32、34、35、36、43、44、46、48号住居址出土遺物観察表  

2諒形  
碓在度   器 形一成・整 形 の 特 徴   胎 土  焼成  色  調  備 考   
嘩径  

手づくね   聞かい。  良好  褐色、黒圧  
％桟   3．6  有り   

ご†」   
2  有’イLPJ繁   滑石製。  6   

㌧†t   

黍雀  
Z．2馳   

lて＝J・什    川   5．9  l勺叶痛■】‘雫サミガキ．鴫lよl入る。   細かい。  良好  赤褐色  3味  

‾‾   
2      S字状口緑。   細かい。  豆面  淡鴇色  
【l緑部％残  12．6  内面口繰下部指押痕あり。外面抑ナ目。  

3  量   22．9  底部つばまる・口綾部内外面積ナデ、外面縦横方向の抑ナ目をくりかえす．  砂粒を含むく  良好  栂色一案伺  2  

11綾部   】4．8  底部付近ヘラケズリ。  色   
一部欠   5．6  

321J■l仁  ロ  蔓  残26，5  内面ケズり、外面丁寧なミガキ。   拙かい。  良好  ■妄 三＝・三  
㌧†t   接合痕あり。   色   

8．2  

4．7  砂粒を含む。  良好  ＝■・∋7・  】床   
7¶5   

34う」†l  u  柑 完形  

351J什  ロ  小形翼  12＿5  底部平底。口綾部内面小l」状L艮による横方向のケズリ（ナデL   砂粒を少量  良好  外面、赤組  6床  
11．0  

い。  
平底。胴下半部ヘラケズり、胴中央部′トロ状工具による、斜方向のケズリ  

i   

口綻一部欠   
3  川   6．0  底部丸底。  砂粒を少量  良好  外面、赤間  2覆土中  

14．0  内外面ともに丁寧な成形ミガキが入る。  含む欄かい．ノ   色「黒褐色  
完形  内面里偶也  

4   小形壬  12．3  平底。口緑内欄情状工具による楕ナデ。胴部上半部を中心に斜縦方向の削り  細かい。  良好  栴色、口緯  4休  

11，8  外面口緑層状工具による斜加占】の刷り後に日録上部横ナデ。胴部楕状工具  部 一部  
ほほ完形  5．0  による縦方向の削り。底狛二も人る。胴下部ヘラケズリ。  果閥色  

5  台付壬  24．0  胴部歪む、口綾部内外面積ナデ、内面胸部ナデ。   砂粒小石含  良好  外面、赤描  7床  
％残  H．0   外面胴部ヘラケズリ。   み荒い。  色～筆禍色  

内面灰褐色   
3t〉・り圧  ロ  台付董  粍8．2、削，5  「S」芋状口授、脚台付折り返し。   細かいが少  良好  上部業悔色  l貯  

妬残  14．Z  量の砂粒を  
面桔褐色  

有り   

′ト石を少量  良好  淡鴇色  Z貯  
べ∵＋∵＋＋  ロ  小形寛  1」】 109  底部丸底、やや歪む、ロ緯部内外面横ナデ。  

完形  
含む。  

Z   ′小形尭  11．】  底部平底。頚部敵方向のケズリ。口線内而楕ナデ。   小石を合し  やや  黒板色  3昧  
9．5  外面へフナズリ。都烏削ナ日。  

完彰   4i9  
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10cm  
7 」  」   6  23号住居址  

第21図 20・23号住居址出土遺物  
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第22国 27号住居址出土遺物  
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9号住居址  

1号住居址   

0  10m  

ト   
第23図1・19・25・49・3号住居址出土遺物  
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第24図14号住居址出土遺物  
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表7 20、23、27号住居址出土遺物観察表  

住居址   番号   器形 姥存度  器高 ∪行（em） 底径   諸芸 形成・憶 形 の 特 徴   胎 土  憤成  色  調  佑 考   
番号  

20号旺  口  憂   

30．0  11緑部内外面構ナデ。   小イlを含む．  良好  偶也一里納  

18．5  外面胴上部糾方向のケズり。中央棟方l・・】のケズり。  色   
底部欠  

2  t   17．0  ロ綾部内外面楠ナナ。   小石を含む  良好  間色  
㌧†t  

底部欠   
3  ／ト形葦   9．6  平底、口緑部内外面楕ナデ．l人l面嗣部底部付近ヘラケズリ。   小才iをf‡む⊂  良好  外面、褐色  8床  

lコ棺部   12．3  接合痕残る。  内面、赤禍  
一日；欠  3．6  外面胴下部荒いへラケズリ。  色  

4  小形鉢  7．7  平底、口綾部内外面措ナデ。   砂粒．′卜石  

、丘‾ズl  
完形   3．3   内面開梱色  

5  ′ト形鉢   7．0  丸底、口操部内外面楕ナデ。   

口緑部   11．9  外面底部付近ヘラケズり。  色内面、  
赤属色  

7．2  平底。ロ緯部外而縦方向のケズリ。  ′ト才了を含む（  良好  程褐色  

一l 繰上半部横ナ‾’  外面一部里   
且  

7＿4  平底、口接部稜を持つ、∩緑部内外面横ナチ。   ′ト石を含むt  良好  上半畢栴色  6  

外面底部付近ヘラケズリ．  下半端色   

23号任    董   27．0  口綾部情ナデ、胴部上半場＝ナ目、下半ヘラケズり。   砂粒を含む．．  良好  礪色  2Z味、23．  
㌧乍t   】7．8  内面絵稚痕残す。  25、31斥≡  

Z  董  24＿7  小石を含む．  良好  黒褐色  3味  
16．3  

ほほ完形  5．1   
3  小形鉢   7．0  口繰「く」の字状に外反する。   小石を含む．．  良好  赤褐色  71休  

12．3  口授拓外面構ナデ。  
完形  

4  小形鉢   6．3  丸底ぎみであるが、部平底となる。   聞かい。  良好  深閑色  36床  

□緑部   9．8  ロ綾部外面横ナデ、外面胴下部ヘラケズり．  一部黒褐色  
一光欠  

5  ′ト形鉢  6．7  ′卜石を含む  
％残   11．2  が細かい。   

2．8   

6  小形鉢  7．8  底弥上げ底になる、［l権部内外面構ナデ．内而一部ミガキが入る。   砂粒を含む．  良好  楓色一半禍  貯】  

ロ綾部  色  
一部欠   

7  ．偶叶   15．9  脚部ラ′パ状となる、耳溝B樺を持つ。   小盲を含む  良好  外面、褐色  1床  
％残  21．4  杯部内面．  

15，8   黒椀色  
8  用   8．9  「く」の字状に聞く。   ′卜石を含む。  良好  赤褐色  66床  

13－7  内外面暗文人る。   

口綾部のみ  
27号化    豊   26．0  胴部張る。口緑瓢傾ナデ、内面括方向のケズリ。   小了てを含む。  良好  痴色  】l床、】6  

％稚  】9．7  果比有り  12床  
7．5   

Z  飯   細かい。  良好  掟褐色  1味、3．  
％残  22．2  外面縦方向のケズリt  黒二旺有り  4  

6蹟三  

董   小石を含む．  良好  陥色  8床  

底舐欠   
】5．9  胴部張る。ロ緑部様ナデ。   細かい。  良好  鴇色  20休  

1  ■                上半昆ラ員  t8．8  内面横方向、外面縦方向のケズリ。  黒斑有り  

5  ′小形鉢  B．6  上底ぎみの平底、口緑都債ナデ、内面指による調整。  ′ト石を含む．  良好  にぷい褐色  

14．2  タ底■ ■斤′＼ミケズリ  聖二腹有り   
完形  5．0   ‾   

6  ′ト形鉢  7．0  底部中央のみ上底、口緑非情ナデ、内面昭文入る。  小石を拝も．    外而、畢禍  
‖．Z  ～庇 ■斤ごズl  色   

ほほ左形  5．1   申而．楓色  

高杯   6．3  口綾部外面檎ナデ、l月面暗文人る。   小石を含有．  良好  鴇色、墨班  Z床  

㌧It  外面ヘラケズリ。  有り  
杯部のみ   
8  杯   1．5  口緑部欄ナデ．内而暗文人る。   細かい。  良好  栂也  昧  

㌧◆l  14＿9  外而へラケズり。  

3．7      9  小形鉢 完形  7．0 14，8 5．5  ロ綾部横ナデ、外面下半部横方向のヘラケズリ。  小れ、砂覇 を多く含む⊂  良好  抱色  5床    10  椀 ％雉  6＿1 13．0  丸底ぎみになる、∩緑部横ナデ、外面ヘラケズリ．  柳かい。  良好  褐色  32味．33． 35    l■  杯 ㌧†t  4．5 12．5 4，6  口緑部欄ナデ、外面へラケズリ．  小了トを含む  。良好  陶也－リ．ゝ隅 色  15昧   
－33－   



表8 1、19、25、49、3、14号住居址出土遺物観察表  

話 形一成・整 形 の 特 赦   胎 土  焼成  色  調  倖 考   
住居二址 番号  番号  器形 残存度  器高 口径（皿） 底径  

l号任    高珂・   10．8  杵部稜を持つ・杯部口操内外面横ナチ、内面ヘラケズリ。   小石を含む  良好  褐色  2、3床  
％残  20．6   外面杯部下半ヘラケズリ。  車貯  

12．8  胴部張りだす、口縁「く」の字状に外反する。   小石を含むく    摘色  6貯  
23、2（）峠   

2  柑  
19号住    小形鉢  9．4  平底やや上底ぎみ、口綾部内外面積ナデ。   欄かい。  良q子  隕色  】床  

ロ綾部   12．9  全体に歪みが撤しい。  巽二旺有り   
■   一部欠   6＿8  

責   38．9  細かい。  良好  外面、架閣  l床  
190   内接合痕あ  色  

ほぼ完形   8．0   内面．褐色  

2  二町   稚9．7  平底胴が張る。   ′ト石を含む  良好  鴇色、黒二旺  
′ ′  が細かい。  有）  

口縁邸欠  4．2   
3  柏  最大護86  平底。ソロバン土状となる。   欄かい。  良lけ  業憫色  12床  

内面底部ヘラケスリ調整。   
口縁茄欠  3＿0  

ロ  呵こ  ′ト石、砂粒  
12▲5  を含む。   畢．旺有り   

完形   3．5   
3号任    紡錘車  滑石梨。  

㌧叫   
壬i乙鮎   

2  彙   26．3  底部上If嗅ぎみとなる。∩綾部内外両横ナデ。   砂粒、′J、モ丁  良好  褐色  40．Z3、  
15．5  内面胴部－・部へ7ケズノ。  をiiむ。  21．Z2  

口綾一重乍   亭・0  

外面嗣下誌ヘラケズリ。          3  妻  Z8．5  胴中央部張りだす。口緑部内外面横ナデ、内面胴部上半ヘラケズリ。  砂粒を合し  良好  褐色  】】．12貯    ㌧ぺ  t9＿0  外面胴部上半捌けH．中央部へラケズリ、張りだし部分織方何のケズリ。     2，3．     6．0  底部ヘラケズリ。      ■   
14号旺    書   25．4  胴部張F）だす。日経部内外面横ナデ、内面へラケズリ。   砂粒を含も．    内面梱包  3、1昧  

㌧ぺ  18．4   外面上半部ハケ．中段ケズリ．  外面黒褐色  

ご   t   26．5  □稼部内外面棟ナデ、内面持病。   砂粒を含む．   良好  褐色  6、IZ昧  
口綾部   16．3  外面底部付近ヘラケズリ。  1、5貯  
一部欠   8．0  

3  Z9．0  口緑部二段になる。L】緑部外両横ナデ。   細かい。  良好  梱包  5、8．  
口緑、休部   】3、20、  

一部欠   2】、Zニlカ  

4  t  2Z＿0  砂粒を含む  良好  梱包  18、29、  
㌧†t   】7．2   37、33、  

朋カ  
5  臨  20．5  砂粒を含む  良好  謁色  

16．0  

口嫁皇B欠  7＿8   
5．5  平底。ロ繰部内外面横ナデ、内面暗文。   砂粒を含む（  良好  赤褐色  16休  

外面ヘラケズリ。  

小石を含む。  良好  赤褐色  Z4昧  

小石、石英  
を含む。   

7．0  砂粒を含むぐ  且lけ  赤偶色  7床  

小7iを含む（  良好  赤構色  36カ7ド  

第4項 遺構外出土埴輪 （第25図  図版12）   

埴輪はグリット及び、住居址、溝等の覆土から出土したものと、平安時代の住居址のカマド  

の構築材として検出されたものがある。そのほとんどは破片であるが、大形整理箱3箱分出土  

している。   

第25図1は42号住居址カマドの煙道に使用されていたものである。底径30．5cm、残存高46cm  

の円筒埴輪である。突帯は4段で、縦刷毛である。透孔は3ケ所見られる。  
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第25図 カマド構築材埴輪・遺構外出土埴輪  
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第25図2は42号住居址のカマドの袖として使用されていたものである。底径22cm、残存高  

32cmである。透孔には指痕が見られる。   

第25図3－5は形象埴輪の破片である。3は盾の一部分であろう。4は縦の突帯が見られ、  

一部朱塗りをしている。又三角を意識した文様が措かれている。5は表裏とも刷毛が施される。  

4・5は形象埴輪の破片であるということ以外は不明そある。   

第25図6は円筒埴輪の底部である。縦・横両方向の刷毛が見られる。   

第25図7・8は横方向の刷毛を有する円筒埴輪片である。共に朱塗りの痕がある。   

第25図9は円筒埴輪の底部である。縦刷毛で、透孔と突帯が見られる。   

円筒埴輪を時期的に見ると横刷毛の7・8はやや古く、5世紀後半と考えられ、他の縦刷毛  

のものは6世紀以降と考えられる。  

第4節 奈良・平安時代  

本時代の検出の遺物は土師器・須恵器・灰軸陶器・鉄器である。水田、畑状遺構及び遺構外  

からは破片のみの出土である。   

住居址出土遣物 （第26・27図  図版12 表9・10）   

奈良時代の住居二址からは土師器の杯、須恵器の杯・蓋が出土している。   

平安時代の住居址からは土師器、須恵器、鉄器が出土している。鉄器は掲載しなかったが、  

刀子、鎌等が出土している。  

’∴、二≡：≡‥  31号住居址  3  

第26図 31・33号住居址出土遺物   

表9 31、33号住居址出土遺物観察表  

器 形一成・整 形 の 特 徴   陪 土  焼成  色  詞  倖 考   

細かい。  良好  褐色  4】貯  

底部静止糸切）。  

3．0  口綾部積ナデ、内面指痕。   粗かい。  良好  隕色  51、5Z肝  

％残  11．8  底訊静止糸切り．  

6－0  

3  杯  3．5  小石含む。  良好  灰悔色  7ク土  

％残   12．0  絹悪器   
7．8   

33号往  □  董  残2．7  

％残  須恵器  
ツマミ欠王邑  

2  杯 ％残  1，6 】4．R  2段の稜を持つ、口綾部構ナデ、外面ヘラケズリ。   細かい。  良好  間色  6   
′ト石を含む。  良好  灰偶色  4  
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第27図12・13・17・21・26・28・29・30・50号住居址出土遺物  
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表1012、13、17、21、26、28、29、30、50号住居址出土遺物観察表  

住居』二 番号  番号  器形 残存鹿  器高 口径（m） 庇径   器 形成・艇 形 の 特 徴   胎 土  焼成  色  調  編’考   

】Z号臨    呵こ  5＿5  細かい。  良好  尚色  
猪残   14．8   

7．0   

】3号住    杯  4．1  
㌧ケt   13．8  

7．6   

2  坪  4．1  
兄残   11．8   須恵器  

5．0  

3  台付葦  小石iを含む．  良好  外面、鞍褐  

昆残  色  
蜘・口緯蕗欠   内面、褐色   
ロ  杯  細かい。  良好  褐色  1床   

10．6  

完形   5．8   

□緑部内瞥する。鍔の部分・角ばる。口緑詐樟ナデ。   砂粒を含む．  良好  椀也  】．3カ  
外面胴部ヘラケズリ。  マド  

Z   坪  高台付、ロクロ成形、底部回転糸切り。   聞かい。  良好  赤構色  

汀残   
5．5  高台付。内面ミガキ、ロクロ整形。   砂粒を含むト  良好  ±昌・・  5．9カ  

3  杯                ％残  12．4 7．5   底部糸切り技法不明。  マド  

杯   高台付。内面未調整。ロクロ藍形。   
底部回転糸切り。   

完形   
21号tE     杯   砂粒、雲母  

5，0 140  高台を持つ、ロクロ成形、頓都回転糸切り。  片を含む。   
一部欠   75   

小石を多く  
≡．一■口，．  含む   

砂粒を含む．  良好  議褐色  14埠  

2  小形重   事隻8．3  とっくり形、口操郡つほまる。ロクロ成形。  ′ト石を含む．  良好  灰褐色  20  
尤  

ほほ完形   5．5   
29号住    葦（土釜J  小石、砂粒  

23．0   を多く含む．   3昧  

咤菰欠   
2  坤    3．3 12 ′ト石、砂粒  
％残    ．8  を含む。   

6．5   

3  杯  砂粒を含む．  良好  約色  9床   

ほほ完形   
30号任    鉢  12．9  砂粒を含む．  良好  橙褐色  29、30  

∬残  3Zカマド   

味缶欠  
50号珪    叫、   3．5  高台を持つ、「八」の字状に開く、内面黒色処理、ミガキ。  砂粒を含む．  良好  外面、灰禍  

9．5  ♪とし後口クロセ用  色   
完形  5．2   内面、黒色   

第5節 中  世   

中世の遺物は1・2号井戸と4号土拡から出土している。  

第1項 井戸出土遺物  

1号井戸からは内耳土器が出土している。底部が欠損する。中層からの出土である。  

2号井戸からは茶臼が出土している。1／4片で中層からの出土である。   

第2項 4号土拡出土遺物  

土師質皿と、脚を有する土器の破片が出土している。  
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第Ⅵ章 ま と め   

本遺跡検出の遺構・遺物は縄文時代から中世に至るまでのものである。  

縄文時代   

遺物のみの検出である。前期後半諸磯b、C式、興津式、中期後半加曽利EⅡ、Ⅲ式、後期  

前半堀之内式。晩期前半安行Ⅲb式の遺物が検出された。  

弥生時代   

住居址2軒が検出された。共に浅間C軽石（4世紀中葉降下と考えれている。）を多量に覆  

土中に含んでいる。   

遺物の出土は少ないが、後期赤井戸式のものと思われ、弥生時代でも後半に位置づけられる。  

古墳時代   

本遺跡において主体をなすものである。住居址22軒、円形周溝、館跡が検出された。   

住居址は前期と中期のものが中心である。覆土の状態から円形周溝は前期の可能性が強い。   

中期の住居址は調査区東側に集まり、鮨跡との直接の関係が想像される。特に柵列に切られ  

る20・23・27号住居址、堀に切られる14号住居址は、主軸方向がほぼ同一方向である0これら  

の住居吐から出土した遺物は5世紀後半と考えられる。   

館跡の堀の底部付近に認られる榛名山ニッ岳降下FA層（6世紀前半降下と考えられてい  

る）の堆積から、館跡の築造時期は5世紀後半から6世紀前半と考えられ、さらにしぼると、  

6世紀初頭前後の時期が有力である。古墳時代後期の遺構は本遺跡では検出されていない。  

奈良・平安時代  

住居址16軒と畑状遺構・水田址が検出された。   

奈良時代の住居址は8世紀後半と思われる。   

平安時代の住居址は10世紀前半のものと、11世紀以降のものに分かれる。   

畑状遺構・水田址は共に浅間B軽石（12世紀初頭降下と考えられている。）直下で検出され  

ている。  

中世   

井戸2基が検出されている。   

本遺跡の周辺は近年調査例が増し、本遺跡で検出されなかった古墳時代後期の住居址がまと  

まって検出されている。西大童地区全体を通しての古墳時代の集落の変遷を追える程資料が増  

加している。   

館跡は堀と柵列で囲まれた内部が、ほとんど調査区外のため不明な点が多い。館跡の年代と  

最も近い築造年代の古墳は前二子古墳であるが、両者の関係を裏づけるものは今回の調査では  

検出することができなかった。  
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あとがき  梅木遺跡の保存について   

前橋市西大室町25GO番地他の地において発掘調査（住宅建設予定地・道路等）、確認調査  

（農地・家屋の庭になる部分）を実施した。その結果家屋集団移転の東側、桂川の右岸で環濠  

及び柵列が発見された。   

深さ約1m、幅5－6の溝があり溝の内側に約5～6mの位置に整然とした柵列が約1．8m  

間隔で柱穴の大きさは約30cm、探さ50～60cmである。   

環濠の溝の底部から10cm位の所にFA層が発見されたため溝がつくられたのはFA（榛名山  

ニッ岳噴火の火山灰）降下の直前かそれ以前と思われる。   

環濠の南西部には、張出し部分がみられる。（地層の乱れから確認できなかった。）   

本地域周辺には、国指定史跡、前二子古墳、中二子古墳、後二子古墳、赤堀茶臼山古墳、伊  

勢山古墳等の前方後円墳があり、これらの古墳とは近い距離に位置している。   

また本地域は、上毛野氏の有力拠点とする考えもあり、発見された環濠、柵列等から古墳を  

築造できる首長クラスの居館跡ではないかと考えられる。   

本居館跡の構築時期が溝の底部から発見された火山灰であるFAのあり方、住居跡を切っ  

ての溝、住居跡内に柵列がある。住居跡は和泉期（5世紀後半）のものでありある程度限定さ  

れた時期のものとなり、特に前二子古墳との関連を考えることができるものである．。   

そのため、本居館跡の保存について下記の通り協議調整を重ねた。   

大室公園整備に係る公園、文化財関係調整の経過（梅木遺跡保存に関する経過を含む）  

（居館跡をここでは環濠とする表現で協議をしている。）   

60．5．20  家屋集団移転地造成に係わり、文化財調査の必要性有を確認し調査主体者は、  

前橋市教育委員会とする。  

大室公園整備については、公園、文化財両者が協調と整合を図って事業化す  

るという基本姿勢を確認する。   

家屋集団移転地の発掘調査開始する。終了の目途を一応60．11．25を予定する。  

（4カ月間の調査）   

県教委文化財保護課に大量公園整備計画について説明する。  

60．8．8  

60．9．5  

概ね10年、総事業費50億円、保存と整備の2面性をもつ事業であり、公園整備  

の具体化に向けては、文化財保護関係者と調整をはかりながら進めていく旨の説  

明する（公園緑地課、社会教育課）  

その際、県教委文化財保護課からの要望として、公園整備の全体計画を決定し  

ていく中で組織化（整備委員会のようなもの）とし充分検討を加えるように。  

60．11．19  前橋市文化財調査委員会議に「大室公園整備計画」について公園緑地課より説  

明をする。文化財調査委員より整備検討委員会の設置要望が出される。検討をし  

組織化していく計画である。（全庁的、各専間家、学識経験者を含めて）  

市文化財調査委貝に梅木遺跡の概要を説明する。  
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60．12．11 文化庁加藤調査官に「大量公園整備計画」について説明する。  

（県薮委文化財保護課。市文化財保護課。公園緑地課）  

60．12．21 国立歴史民俗博物館白石太一郎教授 他3名来跡  

60．12．26  家屋集団移転先の発掘調査、11月下旬までの予定で進められていたが、とりあ  

えず現場での調査は本日で終了とする。環濠の測量、柵列の測量、写真等の記録  

に万全を期すべく調査を進めていた。（調査期間1カ月延びる）  

61．1．7  環濠の取り扱いについて、公園緑地課、社会教育課と協議する。この段階では  

環濠部分全てが発掘調査されていない。しかし、盛土により保存することで基本  

的に一致する。  

61．1．7以降 土地所有者に移転先の位置を確認する。（公園緑地課）  

61．1．25  環濠部分の未発掘地区の調査を続行し南辺の規模及び南面の溝のまがり方、張  

り出し等について確認するために協力をいただきたい旨申し入れをする。埋戻し  

をする際にバックフォー等の無情借用の了解を得られた。  

61．1．30  埋戻し作業方法の確認、埋戻しの順序の確認、調査を続行する箇所の確認を公  

園緑地課と現地協議し確認し合う。又、環濠部分については50cm以上の盛土によ  

って保存するよう協力を求める。  

61．1．30  前橋市文化財調査委員に梅木遺跡の環濠、柵列の規模、特長、築造時期、火山  

灰（FA）の状況について説明し、今後の取り扱いについて協議する。  

（D記録保存に万全を期す  

②土盛りの工法（50cm以上）で現状保存を申し入れる。  

③未確認部分、北側の大室公園予定地区内についても今後とも発掘調査を続け、  

本遺跡の性格規模を明らかにする等が確認される。  

61．2．3－8 発掘調査再開される。環濠の東隅の曲り、南西の曲りの柵列を確認する。西  

側の環濠の延長線を調査し確認する。ただし南西の張りだしの溝の全体像不明。  

61．2．7  奈良国立文化財研究所長坪井清足、明治大学教授大塚初重、文化庁調査官加藤  

県文化財保護課参事井上唯雄 他3名来跡  

61．2．8  写真撮影、残務整理  

61．2．10  環濠の約半分、東側で宅地造成計画と環濠の高さを検討すると、切り土になる  

部がでてくる。そこで現況高より50cm高く盛土し保存を計るよう計画変更（設計  

変更）をして宅地造成が出来ないか検討を申し入れる（現状保存の手法をとるよ  

うに）  

61．2．10  読売新聞より梅木遺跡の概要、豪族の居館跡かと報道される。  

61．2．17  前橋市議会、建築水道常任協議会に公園緑地部長より梅木遺跡の概要について  

報告される。  

現在、発掘されたミ環濠モについて平均50cmの盛土をし現状保存する。  
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教育委員会と連携をとりながら進めている。  

61．2．14  ミ大童公園整備計画モ に係る家屋移転先埋蔵文化財ミ環濠ミ の取り扱いについ  

て、公園緑地課、教育委員会と協議する。  

記録保存、現状保存、現状保存の方法について  

50cm以上の盛土、道路の位置、工事方法、よう壁等について細部にわたり調整  

する。この結果をもとに地権者に説明し協力を得ることとする。   

以上の協議、調整により現状保存のため設計変更をすることになった。  

しかし、本居館跡においては、今後とも調査を継続する。発掘調査を実施した部分にお   

いて将来的に公園内にとりこむ努力をする。  

調査の継続により遺構の全体像、遺存状況によって復元整備が可能かどうか検討しいく   

計画である。   

参考文献  

石田川  

峯岸山道跡発掘調査報告（第二次）  

清里・陣馬遺跡  

千桐谷戸遺跡調査報告  

尾崎喜左雄他  昭和43年  

新里村教育委員会  昭和50年  

（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団 昭和53年  

桐生市教育委員会  昭和55年  

昭和55年  

昭和55年  

昭和55年  

昭和55年  

昭和55年  

昭和55年  

昭和56年  

昭和57年  

昭和58年  

昭和58年  

昭和58年  

富田遺跡群・西大童遺跡群・清里南部遺跡群  前橋市教育委員会  

前橋市教育委員会  

前橋市教育委員会  

（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団  

群馬県教育委員会  

群馬県教育委員会  

前橋市教育委員会  

前橋市教育委員会  

高崎市倉賀野万福寺遺跡調査会  

群馬県井出村東遺跡調査会  

高崎市教育委員会  

西大童遺跡群Ⅱ  

富田遺跡群  

荒砥島原遺跡  

下郷  

塚廻り古墳群  

富田遺跡群・西大童遺跡群  

西大室遺跡群  

倉賀野万福寺遺跡  

井出相乗遺跡  

上大類北宅地遺跡  

松田猛 荒砥中屋敷Ⅰ遺跡  

浅間C軽石層に覆われた過渡期の文化  

シンポジウム 古墳事現期の地域性  

昭和58年  

北武蔵古代文化研究会  

群馬県考古学談話会  

千曲川水系古代文化研究所  

関越自動車道（新潟線）水上町埋蔵文化財報告書 水上町遺跡調査会  

橋木博文 古墳時代首長層居宅その構造とその性格  

昭和59年  

昭和60年  

昭和60年  

荒砥二之堰遺跡  （財）群馬県埋蔵文化財調査事業団 昭和60年  
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一群．かと．し一－Lrrト‥．■■叫㌃  
一．  

■F  

l一■  

■→ ■  

ー一三1】  

■旨  
、●、－   

ゝ、ニ   
l－1   

2．F区全景  



11号住－2  10号住－2  9号住－1  

■欄′   

遠iこ   

「＿t⊥J  

35号住－2  
＼
、
．
 
 

35号住一3   

ヽ町譜【一  

35号住－1  11号任－3  

『ぎ一′  

20号住一1  

誓≒軍   

20号住一4  

J  ■下 

20号住－5   

35号住－5  35号住一4  

荊
耶
」
ノ
 
 

〒  
＼
 
 
 

20号住一3   

9．10．11．35．20号住居址出土遺物  

20号住一2  



千1紆  

20号住7  20号住－8  

l ・′  

ノ  

23号住－3  2
 
 

住
 
 

号
 
 

3
 
 

2
 
 

23号住－5  

サー二・華甲㌔  

J  

／  

L  － ＼  

▲t∵【 →∵与i扁十∴←・  
竃＼一－，【†＿  

23号住一6  23号住－7  23号住－8  

■笥ご帯  
jノ  ＼ヽ  

＼  

l  

こ：i■ ノ   

■ 

頑」ヂ  

一ヽ一軒‾－   

＼  
▲  壱⊆＝；＝  

27号住－2   

20．23．27号住居址出土遺物  

27号住－3   27号住－1  



声1チ               ■ ■■ 】  

i－▼‾て毒完 ′  
ri〒・・・・       ■  

；■J  

．′  

‘l   

、一 芸こき書  
イ  27号住－6  

「■‾ 1  千■  

27号住－5  

．  「   

27号住「7  27号住－4   

ヽLr i i㌻∴′   

27号住－8  

r‾‾【’’、1下  
l  

27号住一10  

す■b≠』ヰ亡  

14号住1  27号住－11  27号住－9  

一■蠣r  

14号住－4  14号住－3  14号住一2  

t′′‾ 司一・1腐′  

■－   ′ノ  

14号住7   14号住－6   

27．14号住居址出土遺物  

14号佐一5  



■一  

一7l  

臣  
サ茄サ   

‾郵∴  

14号住－9  

－ゴー■ミヽ  

33号住－1  

14号住一8  14号住－10  

－ －M■－【－＿－■一一■  

疇■断「■匿  

13号住－1  3号住－1  33号住－2  

冊．′ 1  
一 丁  

17号住－2  17号住－1  

／‾・－、  ■■－1－■ヽ丁｝fT一－riLl ■  

ノ  
ー  

．  

ーて・－－  

－－   ＿【 ．    ■■  

42号住－1   28号佐一2   

14．3．33．13，17．28．42号住居址出土遺物  

28号住－1  
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